
その他計画
の位置づけ

事 業 名 生涯学習文化課

事業概要
(目的等)

予定どおり 成果が十分

✔ 概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策１　文化芸術活動の促進・支援

１　市民の主体的な文化芸術活動の充実

(1)文化芸術活動団体などと連携を図り，市民の文化芸術活動に関する情報の収集や発信に努め
るとともに，各団体による文化芸術活動の支援に努めます。

施設の管理運営（文化芸術関係） 担当課

　市民の文化芸術活動を推進するため，様々な活動を主体的に行う場と機会の充実に努めると
ともに，多様化する市民のニーズを把握しながら，関係団体等と連携して，文化芸術活動に関
する情報収集・提供や支援に努める。

取組実績

【取組実績】

・公会堂，北洋資料館，文学館，市民会館，芸術ホールについて，指定管理者による管理運営
を継続し，各施設の設置目的に沿った事業を実施するなど文化芸術活動を推進する取組を行っ
た。

【過去５年間の推移】

　※129～130ページのとおり

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・各施設において，文化芸術事業を実施するとともに，様々な情報の収集や発信に努め，市民
の文化芸術活動の機会が充実した。

【課題】
・施設が老朽化していることから，緊急性や優先度を考慮しながら，随時，改修・維持補修を
行う必要がある。
・感染症対策を講じた施設運営が求められ，文化芸術事業についても，内容や開催方法等の検
討や，安心・安全な運営や魅力ある事業の実施が必要である。

継続
　随時，必要な改修・維持補修を行うほか，関係団体等との連携を図りながら，各
施設において，多様な文化芸術事業を展開し，引き続き様々な情報の収集や発信，
市民の文化芸術活動の機会の充実に努める。
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事 業 名 生涯学習文化課

１　公会堂
・旧函館区公会堂リニューアルオープン1周年記念Cityコンサート
・公会堂 wedding＜人前式＞
・公会堂Cityコンサート
・公会堂ホラーの夕べ～怖い話～
・歴史講座「市制100年と旧函館区公会堂」
・公会堂開堂記念日コンサート＆ざいだん出前コンサート
・ウィンタークラフトin公会堂 クリスマスリース＆ミニ門松作り
・旧函館区公会堂写真展
・公会堂 思いよ届け！ステージプレゼント

・冬休み特別企画「大漁旗をつくろう」

　第1回「久生十蘭を22世紀まで読み継ぐために」

　第1回「箱館戦争の旧幕臣たちが遺した詩歌とその背景」
  第2回「詩人三木露風とトラピスト修道院」
・啄木ゆかりの地子ども交流事業「函館・盛岡交流啄木かるた大会」
・函館市文学館講演会「子ども時代のこと，本のこと」
・夏休み自由研究「クイズ・石川啄木と函館」
・中庭テラス読み聞かせ会
・特別企画「文学と朗読の世界」 谷村志穂自著を読む9

・文学のみちしるべ

施設の管理運営（文化芸術関係） 担当課

取組実績

【過去５年間の推移】各施設の利用状況（入館状況）       （単位：人）

【各施設の主な事業内容】

２　北洋資料館
・函館市北洋資料館開館40周年記念事業「函館市の魚」イカ特別展
・親子体験教室「貝殻でつくろう」

・第27回函館の「海と港」児童絵画展

３　文学館
・特別展「啄木の遺品～没後110年に寄せて」
・企画コーナー収蔵資料展「生誕120年記念　久生十蘭展」
・文学のひととき

　第2回「朗読で綴る函館の文学vol.17」～小説の魔術師 久生十蘭を読む～

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

公会堂 94,533 休館 休館 84,849 157,587

北洋資料館 14,604 13,604 7,259 9,567 16,172

文学館 14,566 10,520 5,648 7,050 13,687

市民会館 休館 休館 44,337 89,118 133,538

芸術ホール 143,599 139,617 28,026 49,918 75,320

※公会堂は平成30年10月から令和３年４月まで保存修理工事のため休館 
※市民会館は平成29年11月から令和２年３月まで改修工事のため休館
※北洋資料館および文学館は，令和２年４月18日から令和２年５月
25日まで新型コロナウイルス感染症拡大防止のため休館
※市民会館および芸術ホールは，令和２年４月20日から令和２年５
月25日まで新型コロナウイルス感染症拡大防止のため休館
※市民会館ならびに芸術ホールは，令和３年５月18日から令和３年
６月20日までおよび令和３年８月28日から令和３年９月30日まで新
型コロナウイルス感染拡大防止のため時間短縮開館
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事 業 名 生涯学習文化課

・ゴスペラーズ坂ツアー2022“まだまだいくよ”
・高嶋ちさ子～ゆかいな音楽会～
・ざいだんアフタヌーンステージ2022（３回）
・キエフ・バレエ・ガラ
・家族で楽しいコンサート『カポとみんなの音楽会』
・函館市民文化祭　展示部門「函館アートフェスティバル」
・函館市民文化祭　函館市民ミュージカル2022「はこだてラプソディー」
・函館ジュニア・ドリーム・オーケストラ
・ざいだん「邦楽こども教室」（通年コース，冬季短期コース）
・冬休み特別企画「楽器のヒミツ大発見！」
・函館市市制施行100周年記念・NHK函館放送局開局90周年記念「NHKのど自慢」

５　芸術ホール
・芸術ホール　キッズフェスティバル2022
・春風亭小朝独演会
・避難訓練コンサート
・ドリームコンサート　渡辺貞夫カルテット2022
・♭ふらっとコンサート（４回）
・♭ふらっとコンサートSPECIAL
・リサイタルシリーズ～上野耕平サクソフォン・リサイタル
・リサイタルシリーズ～N響メンバーによる弦楽四重奏コンサート
・リサイタルシリーズ～金子三勇士ピアノ・リサイタル
・2023スプリング・コンサート
・函館市民文化祭～展示部門「清秋・函館市文団協芸術展」
・函館市民文化祭～ぶんだん秋の庵
・函館市民文化祭～舞台部門「華麗錦秋の舞台」
・バックステージツアー（２回）
・演劇ワークショップ
・令和4年度函館新人演奏会～音楽の新しい風～
・はこだて・冬・アート特別展
・市民美術展　第23回「はこだて・冬・アート展」
・HAKODATE WINTER JAZZ FESTIVAL
・ピアノコンサート・フォー・ユー

施設の管理運営（文化芸術関係） 担当課

取組実績

４　市民会館

・劇団四季ミュージカル　ロボット・イン・ザ・ガーデン
・ざいだん出前コンサート（２回）
・ざいだんアートマルシェ
・スタインウェイを弾いてみよう！
・市民舞台芸術奨励事業委員会認定事業
・第40回公演「初春巴港賑」
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 生涯学習文化課

事業概要
(目的等)

予定どおり 成果が十分

✔ 概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさをはぐくむ文化芸術の振興

施策１　文化芸術活動の促進・支援

１　市民の主体的な文化芸術活動の充実

(2)市立小・中学校の施設を活用し，社会教育活動を行うグループやサークルなどが活動できる
環境の充実に努めます。

[再掲]学校施設文化開放の推進 担当課

　市民の生涯学習活動を推進するため，多様化する市民の学習ニーズを把握しながら，社会教
育施設として学びの機会や講座内容の充実を図る。

取組実績

【取組実績】

・「学校開放（文化開放）の利用に関するガイドライン」に基づき，新型コロナウイルス感染
症の拡大防止に努めながら，市内の文化・芸術団体等の活動の場を提供した。

【過去５年間の推移】学校開放（文化開放）利用状況（単位：回，人，団体）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・新型コロナウイルス感染症の拡大状況が落ち着いてきたことに加え，前年度作成した「学校
開放（文化開放）の利用に関するガイドライン」で利用団体が行うべき感染症対策を示したこ
とで団体の活動が活発になり，前年度に比べ，利用回数等が著しく増加した。

【課題】
・利用回数等は増加したが，コロナ禍以前の水準までは回復していないため，現在活動を休止
している団体や，新規の団体へ事業の周知を行い，利用の促進を図る。

継続 　事業について市民に周知し，利用団体の増加を図る。
　新型コロナウイルス感染拡大対策を図りながら，団体の活発な活動を促す。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

利用回数 1,457 1,507 699 836

利用人員 19,059 19,502 8,440 12,110

利用団体数 47 53 29 30

中止

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，事業を中止した。(R3.5.18～6.20
および8.28～9.30)
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 生涯学習文化課

事業概要
(目的等)

予定どおり 成果が十分

✔ 概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策１　文化芸術活動の促進・支援

２　文化芸術に接する機会の拡充

(1)文化芸術活動団体などと連携し鑑賞機会の充実を図るとともに，市民文化祭の実施など市民
が気軽に文化芸術に接する機会の充実に努めます。

関係団体と連携した鑑賞事業の提供 担当課

　市民が地域で質の高い文化芸術に身近に触れることができる機会を充実させるため，芸術
ホールや公民館などの指定管理者である文化・スポーツ振興財団および市内の文化団体等と連
携しながら，公演・展覧会などの鑑賞事業の実施を促進する。

取組実績

【取組実績】

・文化・スポーツ振興財団の主催による，芸術ホール等で開催される鑑賞事業や市内公共施設
に音楽家が出向いて演奏する出前コンサートを実施した。
・市内文化団体等が実施する演奏会や書道展などの事業に対し，名義後援および周知協力を
行った。

【過去５年間の推移】

　※次ページのとおり

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・鑑賞事業や出前コンサートを実施することにより，市民が優れた文化芸術に触れる機会を提
供することができた。
・市が名義後援している市内文化団体等の事業実施により，市民が優れた文化芸術を身近に親
しむ機会を提供することができた。

【課題】
・開催時期，出演者，内容等により，来場者数に変動があるため，指定管理者が実施する利用
者アンケート等により利用者ニーズを把握し，魅力ある事業の提供を図る必要がある。

継続 　各種団体と連携を深めながら，市民が文化芸術に親しみ，身近に触れることがで
きる鑑賞機会のさらなる充実に努める。
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事 業 名 生涯学習文化課

【過去５年間の推移】鑑賞事業の開催回数，来場者数　（単位：回，人）

関係団体と連携した鑑賞事業の提供 担当課

取組実績

・出前コンサート：ざいだん出前コンサート（公会堂，亀田交流プラザ）

【過去５年間の推移】出前コンサートの開催回数，来場者数（単位：回，人）

・鑑賞事業：
　　ざいだんアフタヌーンステージ，高嶋ちさ子～ゆかいな音楽会～函館公演，
　　劇団四季ミュージカル　など（市民会館）
　　キッズフェスティバル，♭ふらっとコンサート，リサイタル・シリーズ，
　　スプリング・コンサート　など（芸術ホール）
　　丘の上の芸術祭（公民館）
　　函館市北洋資料館開館40周年記念事業「函館市の魚」イカ特別展（北洋資料館）
　　石川啄木直筆資料展特別展，企画コーナー収蔵資料展（文学館）

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

開催回数 11 8 14 14 18

来場者数 20,940 14,717 8,455 14,429 24,573

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

開催回数 1 1 1 3 2

来場者数 170 70 90 289 200
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 生涯学習文化課

事業概要
(目的等)

予定どおり 成果が十分

✔ 概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策１　文化芸術活動の促進・支援

２　文化芸術に接する機会の拡充

(1)文化芸術活動団体などと連携し鑑賞機会の充実を図るとともに，市民文化祭の実施など市民
が気軽に文化芸術に接する機会の充実に努めます。

市民文化祭の開催 担当課

　市民主体の多様な文化芸術活動を促進するため，市民の文化芸術に接する機会の充実を図
る。

取組実績

【取組実績】

・文化芸術活動団体などと連携を図り開催するとともに，市政はこだて等による情報発信を
行った。
<主な実施内容>
[舞台部門]
・11.6「華麗・錦秋の舞台」～平和～
・11.13函館市民ミュージカル2022「はこだてRap So Day（ラプソディー）」
[展示部門]
・11.3～11.7  「清秋・函館市文団協芸術展」（文団協加盟団体による書・美術作品等）
　　　　　　　「ぶんだん秋の庵［茶席・喫茶去］」
・11.10～11.13「函館アートフェスティバル2022『四季』」（市民からの応募作品展示）

【過去５年間の推移】市民文化祭来場者数　　　 　 　     （単位：人）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・文化芸術活動者や団体の発表の場を提供し，幅広い市民に文化芸術に接する機会を提供し
た。

【課題】
・これまで以上に多くの市民に興味をもってもらうため，引き続き，広報紙などを活用して広
く周知を図る必要がある。

継続
　文化団体協議会や文化・スポーツ振興財団と連携を図り，文化芸術活動に関する
情報収集・発信に努め，文化芸術活動者等が，日々積み重ねた研鑽の成果を発揮す
ることのできる場や幅広い世代の市民が文化芸術に触れる機会を提供する。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

来場者数 4,086 4,036 854 3,238 3,507
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 戸井教育事務所

事業概要
(目的等)

予定どおり 成果が十分

✔ 概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策１　文化芸術活動の促進・支援

２　文化芸術に接する機会の拡充

(1)文化芸術活動団体などと連携を図り，市民の文化芸術活動に関する情報の収集や発信に努め
るとともに，各団体による文化芸術活動の支援に努めます。

戸井地区文化祭の開催 担当課

　地域社会に結びついた芸術文化の創造と普及ならびに，地域文化の振興を目的として，戸井
地区文化祭を開催する。

取組実績

【取組実績】

・戸井地区文化祭を開催した。
　展示部門：戸井幼稚園児・戸井学園児童生徒の絵画や書道，一般の陶芸や生け花　など
　時期：11月1日から11月5日まで
　場所：函館市戸井西部総合センター

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，昨年度に引き続き芸能発表は中止，展示部門の
み開催とし，来場者の密集を避けるため，展示期間を５日間とした。

【過去５年間の推移】戸井地区文化祭参加者数　　    　 　（単位：人）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・市民の自主的文化芸術活動の促進と展示発表の機会の充実を図ることができた。
・文化祭の実施にあたって，実行委員会が主体となり，会場の設営や進行などを行うことがで
きた。

【課題】
・文化サークルの減少により，展示部門や芸能発表における参加者数が減少傾向にある。

継続 　文化祭を開催し，展示発表と芸能発表を行い，自主的芸術文化活動の促進と地域
住民の芸術文化への意識の高揚を図る。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

参加者数 354 310 204 280 278
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 恵山教育事務所

事業概要
(目的等)

予定どおり 成果が十分

✔ 概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策１　文化芸術活動の促進・支援

２　文化芸術に接する機会の拡充

(1)文化芸術活動団体などと連携し鑑賞機会の充実を図るとともに，市民文化祭の実施など市民
が気軽に文化芸術に接する機会の充実に努めます。

恵山文化祭の開催 担当課

　恵山地域の幼児から高齢者まで幅広い世代の市民が，自主的・創造的に取り組んだ様々な文
化芸術活動の成果を文化芸術活動団体等と連携を図りながら発表する場として，恵山文化祭を
年１回開催し，住民が気軽に文化芸術に接する機会を提供する。

取組実績

【取組実績】

・函館市社会福祉協議会恵山支所との共催によるステージイベント，各種美術作品等の作品展
示会を開催した。
・ステージイベントについては，地域の認定こども園や小・中学校のほか，市内の文化芸術団
体によるステージ発表を行った。
・作品展示会については，地域の認定こども園，子育てサロン，小・中学校等７団体のほか，
個人参加を含む11組による創作作品（書道，絵画，折り紙，手作りおもちゃ，写真等）の出展
があった。
　展示時期：10月27日から11月8日まで
　展示場所：函館市恵山コミュニティセンター

【過去５年間の推移】恵山文化祭の来場者数    　  　   　（単位：人）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・認定こども園や小・中学校，住民が一体となり，優れた文化芸術を創造し発表することがで
き，文化芸術の意識の高揚に繋がった。

【課題】
・地域の人口減少や高齢化が進行していく中で，展示部門やステージ発表部門における参加者
の減少が見込まれるため，さらなる周知の強化を図る必要がある。

継続
　住民の文化芸術活動の促進・支援を図るため，幼児から高齢者までの幅広い年齢
層の住民が一体となって文化芸術に接する機会の充実をめざし，引き続き取組を進
める。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

来場者数 478 586 19 16 200

中止し，作品展示のみを実施

※R2およびR3は新型コロナウイルス感染症拡大防止のためステージイベントを

※R4は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため人数を制限し開催
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 椴法華教育事務所

事業概要
(目的等)

✔ 予定どおり 成果が十分

概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度

やや遅れ 成果が不十分 ✔

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　　　　　■教育行政執行方針

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策１　文化芸術活動の促進・支援

２　文化芸術に接する機会の拡充

(1)文化芸術活動団体などと連携し鑑賞機会の充実を図るとともに，市民文化祭の実施など市民
が気軽に文化芸術に接する機会の充実に努めます。

椴法華地区文化祭の開催 担当課

　地域社会に結びついた芸術文化の創造と普及ならびに地域文化の振興を目的として，椴法華
地区文化祭を開催する。

取組実績

【取組実績】
・椴法華地区文化祭の開催
　展示部門：小・中学生の絵画，書道，一般の写真，盆栽，手作り作品　など
　芸能発表：小・中学生の和太鼓演奏・踊り（よさこい），一般の踊り　など
　時期：11月12日から11月13日まで
　場所：椴法華総合センター

【過去５年間の推移】椴法華地区文化祭参加者数　　   　　（単位：人）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・住民の自主的文化芸術活動の促進や展示発表と芸能発表の機会の充実が図られた。

【課題】
・地域の人口減少・高齢化により，展示部門や芸能発表における参加者確保が難しい。

継続
　文化祭は地域関係者との協議により３年に１回の開催となっており，次回の開催
は令和７年度となるが，生徒数の減少が想定されることから，内容の大幅な見直し
が必要となる見込みである。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

参加者数 － 117 － － 103
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 南茅部教育事務所

事業概要
(目的等)

予定どおり 成果が十分

✔ 概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策１　文化芸術活動の促進・支援

２　文化芸術に接する機会の拡充

(1)文化芸術活動団体などと連携し鑑賞機会の充実を図るとともに，市民文化祭の実施など市民
が気軽に文化芸術に接する機会の充実に努めます。

南茅部地域文化祭の開催 担当課

　南茅部地域において，地域文化の高揚を図るため，地域で活躍している個人・サークルなど
の活動成果を発表する場として地域文化祭を開催する。

取組実績

【取組実績】

・地域の個人やサークル，こども園，小・中・高等学校の幼児児童生徒の作品を展示する作品
展示を実施した。
内訳：写真・動画，絵画，手芸，盆栽，書道など
時期：10月29日から10月30日まで
場所：函館市南茅部総合センター

【過去５年間の推移】南茅部地域文化祭の来場者数 　    　（単位：人）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・住民の自主的な文化活動の促進と発表の機会の充実につながった。

【課題】
・出展者の減少や固定化が見られることから，地域の様々な文化活動の支援等を，積極的に行
う必要がある。

継続 　引き続き，住民の自主的な文化活動の継続的支援と発表の機会の充実のため，南
茅部地域文化祭を開催する。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

南茅部地域文化祭 193 357 281 279 278
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 生涯学習文化課

事業概要
(目的等)

予定どおり 成果が十分

✔ 概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

■基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策１　文化芸術活動の促進・支援

２　文化芸術に接する機会の拡充

(2)小・中学校に芸術家などを講師として派遣し，児童生徒が文化芸術に親しみ，豊かな創造力
を育む機会の充実に努めます。

文化芸術アウトリーチ事業の取組 担当課

　豊かな創造力を育むとともに，将来の活動者や鑑賞者を育てるため，小・中学校に芸術家な
どを講師として派遣し，子どもたちが，文化芸術に触れることができる機会を提供する。

取組実績

【取組実績】

・市内の小・中学校へ地域で活動する音楽や洋舞，美術などの芸術家や団体を派遣し，鑑賞や
ワークショップを開催した。
（主な取組内容：伝統音楽，茶道，舞踊，器楽演奏，落語など）

【過去５年間の推移】アウトリーチ事業の活用状況 （単位：校，件，人）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・各学校の要望に合った事業を実施することができた。

【課題】
・要望する学校やプログラムが固定化していることから，小・中学校長会へ周知を行う必要が
ある。

継続
　文化芸術の振興には，次代を担う人材の育成が不可欠であり，将来に向けた担い
手や鑑賞者の育成が重要であるため，要望のある学校に対し芸術家を派遣し，子ど
もたちが文化芸術に触れることができる機会を提供する。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

学校数 29 31 27 32 29

活用件数 52 51 46 53 48

延べ児童生徒数 2,442 2,597 2,258 2,443 2,476

139



その他計画
の位置づけ

事 業 名 生涯学習文化課

事業概要
(目的等)

✔ 予定どおり 成果が十分

概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策１　文化芸術活動の促進・支援

３　文化芸術活動を担う人材の育成

(1)優れた作品などを発表する機会の充実を図り，児童生徒の創意と潤いのある個性豊かな文化
芸術活動を一層促進し，人材の育成に努めます。

青少年芸術教育奨励事業の実施 担当課

　創意と潤いのある個性豊かな芸術活動の一層の振興を図るため，文学・美術・書・音楽の４
部門の作品，演奏などを公募し，優れた作品，演奏などを選定し，発表する機会を設ける。

取組実績

【取組実績】

・市内在住または市内の学校に通学する児童生徒を対象に，文学・美術・書・音楽の４部門で
作品，演奏などを公募し，計128名へ青少年芸術教育奨励賞を授与した。
（令和４年度受賞者の内訳：文学33人，美術39人，書37人，音楽19人）

【過去５年間の推移】応募者数　　　　　　　 　   　   　（単位：人）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・令和４年度は，文学・美術・書・音楽の４部門で計128名へ青少年芸術教育奨励賞を授与し，
その作品，演奏などを市民に発表する機会を設け，芸術活動の振興が図られた。

【課題】
・児童生徒が減少傾向にある中，優れた作品などを発表する機会である本事業について，引き
続き周知を図る必要がある。

継続 　子どもの主体的，創造的な文化芸術活動を通して豊かな感性を養い，心豊かな人
間の育成を目指すため，事業を実施する。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

小学校 467 309 492 259 359

中学校 264 338 624 390 304

高校 240 76 225 89 78

合計 971 723 1,341 738 741
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 生涯学習文化課

事業概要
(目的等)

予定どおり 成果が十分

✔ 概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      □教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策１　文化芸術活動の促進・支援

３　文化芸術活動を担う人材の育成

(2)各種研修会などへの参加を促進し，文化芸術活動を主体的に担う人材の育成に努めます。

アートマネジメント人材の育成支援 担当課

　本市の文化芸術活動の拠点施設における従事者の人材育成を図るため，アートマネジメント
や管理，舞台技術などの研修への参加促進に努める。

取組実績

【取組実績】

・市民会館および芸術ホール等を管理運営している文化・スポーツ振興財団に対し，文教施設
従事者のためのアートマネジメントや管理，舞台技術などの研修案内を送付したほか，モニタ
リングなどの機会を捉え，研修への参加を促した。

【過去５年間の推移】研修参加者数　　　　　　　       　（単位：人）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・市民会館および芸術ホール等を管理運営している文化・スポーツ振興財団の職員が関係団体
の研究大会や専門的な研修会等に参加し，最新のアートマネジメントや管理，舞台技術などを
学び，スキルアップが図られた。

【課題】
・本来業務との兼ね合いもあり，研修に参加できる人数に限りがある。

継続 　様々な研修の情報を提供するとともに，文教施設従事者の参加を促し，文教芸術
活動を主体的に担う人材育成に努める。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

参加者数 15 14 9 14 14
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 文化財課

事業概要
(目的等)

予定どおり 成果が十分

✔ 概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

■基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
■その他（過疎地域持続的発展市町村計画）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策２　文化遺産の保存・活用と伝統文化の継承

１　文化遺産の保存・活用

(1)指定文化財の保存整備や新たな指定，公開など，本市の貴重な文化財の保護と活用を推進し
ます。

特別史跡五稜郭跡環境整備事業の計画的な推進，重要文化財の保存修
理事業の推進 担当課

　函館市内には多数の史跡および文化財建造物が現存しているが，長年の風雪等により傷みが
出ていることから，計画的な保存整備を行うため，市が管理する特別史跡五稜郭跡の整備を実
施する。また，民間所有重要文化財建造物の保存修理等の国補助事業への補助を実施する。

取組実績

【取組実績】

　※次ページのとおり

【過去５年間の推移】

　※次ページのとおり

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・五稜郭跡の石垣修理や文化財建造物の保存修理などを実施し，文化財の保全を推進すること
ができた。

【課題】
・文化財の保全には多額の経費が必要となるため，国・道の補助事業の拡充など財源を確保し
ていく必要がある。

継続 　文化財の保存・活用を推進するため，引き続き保存修理事業等の実施をしてい
く。
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事 業 名 文化財課
特別史跡五稜郭跡環境整備事業の計画的な推進，重要文化財の保存修
理事業の推進 担当課

取組実績

【取組実績】
１　特別史跡五稜郭跡環境整備事業
　・堀排水口部石垣の保存修理を実施した。
　・石垣定点調査を実施した。

【過去５年間の推移】箱館奉行所入館者数　　　　 　  　   (単位：人）

２　重要文化財の保存修理事業の推進

（文化財指定等）
・新たな文化財の指定・登録に向けた調査・協議を進めた。

（民間所有文化財建造物の保存修理等）
・３件の重要文化財建造物の保存修理等に補助金を交付した。

【過去５年間の推移】文化財数および国補助事業数　  　 　 (単位：件）
H30 R1(H31) R2 R3 R4

文化財 147 149 149 149 149

国補助事業 5 8 11 8 6

H30 R1(H31) R2 R3 R4

箱館奉行所 150,086 156,533 66,616 76,995 145,978

※R2は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，4/18～5/25の期間，臨時休館

※R1は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，3/3～3/19の期間，臨時休館

143



その他計画
の位置づけ

事 業 名 文化財課

事業概要
(目的等)

✔ 予定どおり 成果が十分

概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

■基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
■その他（過疎地域持続的発展市町村計画）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策２　文化遺産の保存・活用と伝統文化の継承

１　文化遺産の保存・活用

(2) 縄文文化交流センターを中核として，史跡垣ノ島遺跡・史跡大船遺跡などの貴重な遺産を
活用し，縄文文化の普及・啓発の取組を推進します。

縄文文化交流事業の推進，世界遺産に登録された「北海道・北東北の
縄文遺跡群」の受入体制の強化と普及啓発活動の推進 担当課

　「北海道・北東北の縄文遺跡群」が令和３年７月の世界文化遺産登録から１周年を迎え，縄文遺跡群へ
の来場者のさらなる増加が見込まれることから，各施設の管理体制の拡充をはじめ受入体制の一層の強化
を図る。
　また，縄文遺跡群の価値や縄文文化に対する理解を深めるため，市民や民間団体等との協働による各種
取組を促進するなど，一層の普及啓発活動を実施するとともに，来訪者の満足度を高める取り組みを進め
る。

取組実績

【取組実績】

　※次ページのとおり

【過去５年間の推移】各施設の見学者数　　　　　　　　　　　　　　  　　　　（単位：人）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】
・世界遺産登録１周年を迎える縄文遺跡群への来訪者対策として，道路案内標識の設置や駐車場の確保，
シャトルバスの運行などを引き続き実施しアクセスの向上に努めたほか，「縄文まつり」など市民協働に
よる遺跡を活用したイベントを開催した。
・新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図りながら，可能な範囲で普及啓発事業の実施やＰＲ等を行っ
たことや，世界遺産登録１周年への関心などから，来場者の大幅な増加に繋がっている。

【課題】
・今後も増加が予想される来訪者に対し，とりわけインバウンドや団体旅行客等への対策など，多様な
ニーズに柔軟に対応できるよう様々な取組を継続していく必要がある。

継続

　今後も縄文遺跡群への来訪者の増加が見込まれることから，引き続き受入体制の維持・
拡充に努めるほか，大船遺跡史跡外駐車場の供用開始によるアクセス向上や，垣ノ島遺跡
デジタルコンテンツを活用した教育旅行等へのＰＲにより，一層の集客と来訪者の満足度
の向上に繋がる施策の実施に取り組む。
　また，関係団体などと協力した遺跡内外でのイベントの実施，特に「縄文まつり」を恒
例イベントに確立させ，遺跡の保存と活用に努めるとともに地域の活性化を図る。

H30 R1(H31) R2 R3 R4

773 948 263 26,871 43,478

8,381 9,725 10,324 25,682 29,403

18,752 20,402 18,307 29,838 36,936

区　　分

垣ノ島遺跡

大船遺跡

縄文文化交流センター

備　　考

H29～R2整備，R3.7.28公開

H19～21整備

H23.10.1開館
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事 業 名 文化財課
縄文文化交流事業の推進，世界遺産に登録された「北海道・北東北の
縄文遺跡群」の受入体制の強化と普及啓発活動の推進 担当課

取組実績

【取組実績】
１　受入体制整備
　(1) 臨時駐車場の確保，臨時駐車場案内看板の設置
　(2) 交通誘導員の配置
　(3) シャトルバスの運行（臨時駐車場～縄文文化交流センター）
　(4) 道路案内標識（国道・道道・市道）の設置，電柱広告による誘導
　(5) 路線バス停名称「大船遺跡下」への変更（函館バス・R4.4）
　
２　世界遺産登録記念１周年事業
　　【主催】北海道渡島総合振興局，函館市教育委員会，道南縄文文化推進協議会，
　　　　　　北海道新聞函館支社
　(1) ＪＯＭＯＮ ＷＥＥＫ in ２０２２ ＳＵＭＭＥＲ（R4.7.27～7.31）
　　　　史跡垣ノ島遺跡デジタルコンテンツ一部公開開始（R4.7.27～）
　　　　世界遺産登録１周年記念ロゴマークの作成・活用
　　　　世界遺産登録１周年記念シールの作成・配布　ほか
　(2) ＪＯＭＯＮ ＷＥＥＫ in ２０２２ ＡＵＴＵＭＮ（R4.10.1～10.10）
　　　　はこだて縄文まつり in 垣ノ島（R4.10.2）
　　　　どぐうの日 ～Do good day！～（R4.10.9）
　　　　　　ステージイベント「世界遺産を食べよう！」
　　　　　　体験講座「中空土偶とふれあってみよう！」
　　　　　　ノベルティグッズ（どぐう館長風船）の作成・配布　ほか

３　周知・広報，啓発
　(1) 市電「らっくる号」へのバナー広告掲出（R4.7.25～9.24）
　(2) 縄文文化交流センター企画展「カックウとまっくう」（R4.9.27～10.30）
　(3) 第５回北海道新聞縄文絵画コンクール（R4.8.25～9.5）
　(4) 「北海道・北東北の縄文遺跡群」縄文フォトコンテスト2022（～R5.1.13）
　(5) フォトコンテスト，スタンプラリー等の他団体との協働実施

４　北海道および北海道教育委員会事業等への実施協力
　(1) 世界遺産登録1周年記念シンポジウム（R4.7）
　(2) 「北海道・北東北の縄文遺跡群」構成資産ガイド養成および情報交換会(R4.12)
　(3) 世界遺産子どもサミット（R4.11）
　(4) 渡島フロンティア人材育成事業
　　　実践交流会(R4.10)，視察研修(R4.10)，成果発表会(R5.2)
　(5) 北海道世界文化遺産総合活用推進事業(R4.10～R4.12)

５　郷土学習推進事業「縄文に触れる学習」
　　市立小学校３年児童(約1,500人)の縄文文化交流センターおよび遺跡見学

６　遺跡およびガイダンス施設運営
　(1) 垣ノ島遺跡
　　　・定時解説〔1日3回〕，発掘体験〔1日2回〕（R3.4～10）
　　　・民間企業の地域貢献活動
　　　　　駐車場に案内標識設置（R4.6），園路階段に手摺設置（R4.7），
　　　　　遺跡周辺清掃活動（R4.9），クリの木植樹（R4.10）
　　　・防犯カメラ設置（R5.3）
　(2) 大船遺跡
　　　・定時解説〔1日2回〕（R3.5.1～10.31）
　　　・竪穴住居跡複製展示木柵改修（R5.3・竪穴H-21,H-32,H-54）
　(3) 縄文文化交流センター
　　　・入口前路盤改修舗装（R5.3）
　　　・駐車場防犯監視カメラ設置（R5.3）

７　垣ノ島遺跡デジタルコンテンツの整備
　　一部公開開始（R4.7），全部公開（R5.3）

８　大船遺跡史跡外駐車場整備
　　・整備用地面積　1,956㎡（普通車24台，大型車３台）
　　・バイパス道路の暫定供用にあわせ供用開始(R5.3.25)
　　・遺跡へのアクセスを国道278号からバイパス道路に変更

９　他部局による活用推進の主な取り組み
　(1) 「縄文遺跡群アクセスバス」実証運行(R4.7～R4.8・12日間)　※観光部
　(2) ハコダテグリスロ（ｸﾞﾘｰﾝｽﾛｰﾓﾋﾞﾘﾃｨ実証運行）(R4.9・14日間)　※企画部
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 博物館

事業概要
(目的等)

✔ 予定どおり 成果が十分

概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策２　文化遺産の保存・活用と伝統文化の継承

１　文化遺産の保存・活用

(3)博物館や図書館において収蔵している資料を展覧会などで展示するとともに，デジタル化し
て保存・公開するなど，市民や観光客が函館の歴史に理解を深める取組を推進します。

博物館講座の充実，企画展の充実，博物館資料の整理，活用 担当課

　他の教育機関などと連携して展覧会を開催するとともに，体験型の講座を開催し，市民の郷
土愛の育成や学習意欲の向上に努める。

取組実績

【取組実績】

・企画展「平沢屏山とその時代」では，展示だけにとどまらず，市民を対象とした「展示解説
セミナー」を開催した。
・市制100周年記念としてロビー展「写真でたどる函館の百年」を開催した。
・ホームページ内のデジタルアーカイブでは，収蔵資料のデジタル画像データ数を増やしたほ
か，フェイスブックで情報発信に努めた。
・博物館講座は，小学生を対象とした夏休み自由研究の体験講座をはじめバックヤードツアー
などのおもてなし講座を，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため人数を制限して開催し
た。

【過去５年間の推移】入館者数                       （単位：人）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】
・アイヌ絵師の平沢屏山（生誕200年）を題材とした企画展では，市民や観光客に，アイヌ絵資料について理解を深め
る機会を提供することができた。
・企画展や収蔵資料展では，多くの貴重な資料を広く市民や観光客に紹介することで，博物館本館と収蔵している資
料のＰＲに繋がった。
・博物館講座では，小学生や保護者等を対象とした講座を実施し，市民に学ぶ機会を提供することができた。
・ＨＰやＳＮＳ（フェイスブック）を活用し情報発信したことで，市民や観光客に博物館および収蔵資料について周
知を図ることができた。

【課題】
・生涯学習の場として，博物館を利用している市民が少ないことから，講座や展覧会の一層の充実を図るとともに，
博物館のＰＲにも努める必要がある。
・郷土資料の展示機能を担う郷土資料館については，繁忙期(5月～10月)の入館者数が約８割と閑散期との偏りが大き
いことから，閑散期の入館者増に向けて,より一層ＰＲに努める必要がある。

継続
　テーマを変え，講座や企画展など事業の充実を図るとともに，引き続き，ＳＮＳ
（フェイスブック）なども活用し，日曜日の無料入館の周知を含め，市民や観光客
の関心を高めながら，生涯学習の場としての役割を果たしていく。

施設名 H30 R1(H31) R2 R3 R4

博物館本館 11,655 14,756 8,933 10,836 14,250

郷土資料館 7,117 7,805 4,787 4,864 6,196

北方民俗資料館 28,322 25,142 12,776 19,384 35,650

※R2は新型コロナウイルス感染拡大防止のため，4月18日から5月24日までの37日間臨時休館
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 博物館

事業概要
(目的等)

✔ 予定どおり 成果が十分

概ね予定どおり ✔ 成果が一定程度 ✔

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      ■教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策２　文化遺産の保存・活用と伝統文化の継承

１　文化遺産の保存・活用

(3)博物館や図書館において収蔵している資料を展覧会などで展示するとともに，デジタル化し
て保存・公開するなど，市民や観光客が函館の歴史に理解を深める取組を推進します。

図書館郷土資料の整理・活用，デジタルアーカイブ事業の推進 担当課

　資料の適切な管理・保存を行うため，図書館システムへの未登録資料のデータ登録作業を行
うとともに，蓄積データの整理を進め，インターネット公開サイト「デジタル資料館」におい
て資料公開を行う。

取組実績

【取組実績】

・資料の管理体制・保存方法の見直しを含めた書庫内整理を行うとともに，順次，図書館シス
テムに未登録資料のデータ登録作業を行った。
・地元大学との連携を図り，蓄積されたデータの整理を進めながら，インターネットで公開し
ているデジタルデータ公開サイト「デジタル資料館」の充実に努めた。
・市民や観光客に函館の歴史について理解を深めてもらうため，資料公開を進めた。

【過去５年間の推移】デジタル資料館の利用状況　                    　（単位：人，回）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・順次，図書館システムに未登録資料のデータ登録を行い，「デジタル資料館」を充実させ，
蓄積したデータの資料をインターネットで公開することで，市民や研究者等は，函館の歴史に
ついての理解を深めることができた。
・研究者等に活用してもらうことで，所蔵している郷土資料を，広く発信することができた。

【課題】
・子どもたちをはじめ多くの市民に，郷土への愛着を育んでもらうため，デジタル資料館を充
実させるとともに事業のＰＲに努める必要がある。

継続
　引き続き，郷土資料の整理と資料のデジタル化を積極的に進め，市民などに函館
の歴史についての理解を深めてもらい，郷土愛を育んでもらうため，積極的に事業
を推進する。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

デジタル資料館ユーザー数 24,430 17,150 17,298 17,134 17,564

デジタル資料館アクセス数 472,609 458,302 413,992 469,654 497,689

函館市史デジタル版アクセス数 2,118,057 977,085 1,528,223 2,187,350 1,941,129

147



その他計画
の位置づけ

事 業 名 南茅部教育事務所

事業概要
(目的等)

予定どおり 成果が十分

概ね予定どおり 成果が一定程度

やや遅れ 成果が不十分

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      □教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

施策２　文化遺産の保存・活用と伝統文化の継承

２　伝統文化の継承

(1)本市の特色ある郷土芸能の保存会などへの支援を行い，保存伝承活動の促進に努めます。

後継者の育成等，合併地域における伝統芸能の保存継承 担当課

　伝統的な文化芸術を保存・継承し地域文化の充実を図るため，郷土芸能の保存会に対する活
動支援を行い，保存伝承活動および後継者の育成支援を図る。

取組実績

【取組実績】

・郷土芸能の保存会については，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，地域祭り，施設
や保育園等での公演を中止するなど，対外的な活動ができなかった。

【過去５年間の推移】郷土芸能の保存継承に係る補助金交付状況（単位：千円）

評　　価 -

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

※中止（令和元年度）
・郷土芸能の保存・継承は,地域文化の振興に必要であり，補助金交付による財政的支援により
円滑な実施を図ることができた。
・定期的な練習のほか，小・中学校への指導や地元イベントなどで公演を行うことにより，地
域振興につなげることができた。
【課題】
※中止（令和元年度）
・伝承者の減少や後継者不足が見られる。

継続 　郷土芸能活動の振興のため財政的支援を継続する。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

大船南部神楽保存
会補助金

50 50 - - -
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その他計画
の位置づけ

事 業 名 生涯学習文化課

事業概要
(目的等)

✔ 予定どおり ✔ 成果が十分

概ね予定どおり 成果が一定程度

やや遅れ 成果が不十分 ✔

遅れ 成果が見られない

今年度の
状　　況

□基本構想実施計画　　      □教育行政執行方針
　
□その他（                  　　　　　　　　）

基本計画
の 体 系

基本目標５　心の豊かさを育む文化芸術の振興

社会教育施設の維持管理 担当課

　市民の生涯学習や文化芸術活動を推進するため，老朽化が進んでいる社会教育施設におい
て，必要な改修を行い，安全・安心な施設とするほか，施設全体の延命化を図りながら，利用
者にとって利用しやすい環境を確保する。

取組実績

【取組実績】

・芸術ホール駐車場側出入口自動ドア改修工事　　　　　　　　　　　　　　957千円
・芸術ホール中央監視装置取替工事　　　　　　　　　　　　　　　　　 23,320千円
・市民会館楽屋棟外壁改修その他工事　　　　　　　　　　　　　    　 27,918千円

【過去５年間の推移】社会教育施設改修施設数　　   　　（単位：施設）

評　　価 ○

進　捗 成　果 課　題

課題はない（ほとんどない）

課題は小さい

課題はやや大きい

課題は大きい

成 果 と
課　　題

【成果】

・社会教育施設において，緊急性や施設運営への影響などを勘案した維持補修および整備改修
を実施し，効果的な社会教育施設の整備に努めることができた。

【課題】
・他の施設においても老朽化が進んでいるため，緊急性や優先度を考慮しながら，随時，改
修・維持補修を行う必要がある。

継続 　各施設において必要な改修工事を行い，安全・安心な施設とするほか，利用者に
とって利用しやすい環境を確保するよう努める。

区分 H30 R1(H31) R2 R3 R4

改修施設数 3 3 6 5 3

※市民会館：平成29年11月から令和元年12月まで改修工事
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